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趣旨

本セミナーは、英語教育に関する研究をこれから始めようとする方や、既に研究を行っているも

のの、課題設定の仕方や研究手法等に自信の持てない方を主な対象に、研究を行う上で注意すべ

き点や取るべき手段など、特に研究方法に焦点を当てて提案、議論することを目的とする。また、

既に英語教育研究を数多く行ってこられた方々にもぜひご参加いただき、活発な意見交換、質疑

応答を期待したい。セミナー１は過去４年間のセミナーと基本的に同内容の発表を、セミナー２

はこれまでのものに新しいテーマも加え、発展的な内容としたい。発表内容および発表順は次の

通り：

セミナー１： 日（土） （セミナー１は過去３年間のものと基本的に同内容）

（前半）「よい研究」の条件と種類 （浦野 研）

（後半）研究論文の書き方・まとめ方 （田中武夫）

セミナー２： 日（日） （昼食と共にお聞きください）（２会場で同時進行）

セミナー２Ａ 英語教育の実験研究とエクセルを使った統計処理 （酒井英樹）

セミナー２Ｂ 英語教育の質的研究デザインの方法 （髙木亜希子）

「よい研究」の条件と種類
浦野 研（ ）

北海学園大学

０．要旨

英語教育に関わる研究を行うとき、まずはその研究を何のために行うのかを明確にする必要があ

る。その上で、その目的を達成するために適切な研究課題を設定し、さらにその課題に対して適

切な研究手法を選択、決定することが重要である。本発表では、特に実証研究（何らかのデータ・

情報を集めることによって研究課題に対して答えを導き出す研究）を中心に取り上げ、英語教育

研究の文脈における「よい研究」の条件について具体例を交えながら提案する。同時に、研究の

種類として考えられる主な手法を紹介し、研究立案の段階で研究課題にふさわしい研究手法の選

び方についても議論したい。

http://www.urano-ken.com/research/seminar/


１．研究の目的

なぜ研究をするのか

 自分の授業をよくするため  アクションリサーチ

 自分の授業の向上のみを目的とせず、一教室レベルを超えてより一般化されたものを目指す

よい研究の条件１．ひとりよがりでないこと

 ひとりの研究者が一生涯にできることは限られている。ごく一部の人間を除いて、

自分ひとりで新しい研究領域を開拓し、確立するという野心は持たない方が賢明。

 自分の研究と他の研究との関連性を明確にできない場合、自分以外の研究者に認知

してもらえない可能性が高い。

 英語教育研究というフィールド全体の発展に貢献する研究を行うことが重要。自分

の研究が他の研究とどのように関連しているかを意識する。一つ一つの小さな研究

結果の積み重ねが、フィールドの発展、前進へとつながる。

 関連して、常に全体像への意識を失わない。「英語教育」という地図があったとし

たら、自分の研究活動が何丁目何番地で行われているのかを認識する。

２．研究の手順

研究テーマの選定（研究の出発点）

 英語教師として、また英語（や他の外国語）学習者としての自分の経験や関心

 大学（院）の授業や研究会等

 学会発表等、またそれらをまとめた研究誌、論集等

 英語教育に関する先行研究や、それらを概観した書籍

 文献データベース（

等）

 英語教育関連分野（心理学、教育学、言語学等）の先行研究や、それらを概観した書籍

研究課題の絞り込み、関連づけ（先行研究の分析）

 選定したテーマが、英語教育研究ではどのような切り口で扱われているのかを把握する。該

当する関連研究がない場合には、（可能性はとても低いが）その観点がとても斬新で画期的な

ものであるか、英語教育研究としてはあまり「面白くない」ものであるかのどちらかである

ことが多い。（よい研究の条件１を参照。）

 これまでの研究で、何が調査されてきたか、これまでに何が判明しているのか、また何がわ

かっていないのかを検討する。

 これまでの研究の問題点（理論的欠陥、方法論的問題等）を検討する。

がいわゆる文献研究のプロセス

 と をもとに、自分が何を研究すべきかを導き出す。

研究手法の選定

 先行研究の分析をもとに、今回の研究で扱う研究課題（ ）を確定する。

 の答えを導き出すのに最もよいと思われる手法を選択する。「はじめにア

ンケートありき」や「はじめに実験ありき」ではなく、「この には、この

手法」といった手順で検討することが重要。



よい研究の条件２．よい意味で であること

 ひとつの研究で全ての答えが出るわけではない。

 多くの 、多くの要因を取り入れた研究は、複雑で解釈の難し

い結果を産み出す。

 実証研究で扱う要因は、（先行研究、文献研究の段階で）理論的に議論されたもの

のみが好ましい。「性別」や「上位群、下位群」などを要因に入れる研究があるが、

本当にそれらを含める必要があるかが議論されていない場合が多い。研究で扱う要

因については、原則的にはその全ての正当性をあらかじめ議論する必要がある。

３．研究の種類

（研究）

（実証研究） （文献研究）

エスノグラフィー 記述的研究 相関分析 実験研究

（調査研究）

（質的研究） （量的研究）

と をもとに作成

よい研究の条件３．よい意味で であること

 論理の飛躍がないこと。

 自分の研究結果以上の結論を導き出したり、研究結果とは直接結びつかない教育的

示唆を述べたりしないこと。

 「考察」「結論」のセクションでは、それ以前に提示されていない考えをあまり持

ち込まない。結果の報告以降は潔く、簡潔に。（基本的には

もしくは仮説に対する答えを出し、そこから導き出される な示唆を

述べるだけにする。）

４．参考文献

研究法全般に関する書籍

 

〔ハーバート・Ｗ・セリガー＆イラーナ・ショハミー（著）、土屋武久・森田彰・

星美季・狩野紀子（訳） 『外国語教育リサーチマニュアル』東京 大修館 〕

研究とは何かについて扱っている。研究法を勉強する最初の一冊として読むのによいが、原著

はすでに 年前に出版されたものなので、扱われている話題や参考文献は古さを感じさせる。



 

こちらも と同様の目的で執筆されているが、特にさまざまな研究

手法について丁寧に紹介されている。

 南風原朝和・市川伸一・下山晴彦（編） 『心理学研究法入門―調査・実験から実践まで』

東京 東京大学出版会

英語教育研究を扱ったものではないが、調査研究や実験研究だけでなく、観察・面接・フィー

ルドワークといった質的研究やアクションリサーチ等の実践研究といったものを含めて網羅的

に解説されていて、様々な研究法について概略を理解するのに役に立つ。

 

 

と はそれぞれ研究論文の読み方を紹介する形で研究方法につい

ての理解をはかる内容となっている。前者は特に基本的な統計処理も含めた実験系、調査系研

究の紹介が中心。

英語教育研究の動向に関する書籍

 

外国語教育（応用言語学）研究を、「言語と言語使用」、「応用言語学の主要分野」、「言語能力と

測定」の３つのセクションに分け、さらに細分化された個々の項目を、その分野の第一人者が

それぞれ ページほどにまとめてある。読みやすく、各章ごとの参考文献欄も便利。

 小池生夫他（監修）、 研究会（編） 『第二言語習得研究に基づく最新の英語教育』東

京 大修館

 小池生夫他（編集主幹）、寺内正典・木下耕児・成田真澄（編） 『第二言語習得研究の

現在：これからの外国語教育への視点』東京 大修館

と同様の目的で編纂された２冊。日本語で書かれているので気軽に手に取れる。

後者は前者から続編のようなもので、最近の研究を中心に取りまとめたもの。章によっては入

門レベルを超えていて、背景知識抜きでは読みにくいものある。自分がこれから研究をしよう

と思う分野について、手っ取り早くその動向を知ることができるのは便利。

 白畑知彦・冨田祐一・村野井仁・若林茂則 『改訂版 英語教育用語辞典』東京 大修館

英語教育研究（研究法も含む）に関する重要な用語 をコンパクトにまとめた一冊。それぞ

れの項目の説明は分量が尐ないもののとてもわかりやすく、用語がすべて日本語・英語の両方

で書かれているのも便利。

主な文献データベース

研究者名やキーワードを入力することで関連する論文が検索できるサービス。有償または無償

で論文が ファイルでダウンロードできる。 は日本の論文が、それ以外は海外の論文

が検索可能。検索の精度では がおすすめ。

 論文情報ナビゲータ 国立情報学研究所
 
 
 
 
 

http://ci.nii.ac.jp/
http://search.ebscohost.com/
http://www.sciencedirect.com/
http://www.ingentaconnect.com/
http://www.eric.ed.gov/
http://scholar.google.com/

